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論 文 の 内 容 の 要 旨
　世界的に、灌漑開発の事業から事業後の管理まで、政府からのトップダウンで行われてきた灌漑事業の運
営が、期待されたように良好に進まないことから、参加型灌漑管理の必要性が認識され、その実現のために、
多くの発展途上国において農民灌漑組織の設立が図られているが、重要な問題点の一つは、いったん設立さ
れた農民灌漑組織が持続的に機能しないことである。
　タイ国においては、灌漑事業における建設と水管理の事業は政府機関（王室灌漑局）が担当する。施設の
管理については、幹線部分は国が直接行い、末端部分については水利用者組織（Water Users’ Organization、
WUO）を組織して農民に実施させることとしている。この中で、WUOは、水配分をコントロールし、灌漑
施設の維持管理、水の状況についての情報周知を担当することになっていて、そのシステムの定着のために
国は長い努力を重ねてきたが、農民組織の長期的な持続は極めて困難な状況にある。そこで本論文は、水田
灌漑の中心地域、チャオプラヤデルタにおけるケーススタディをもとに、現行の問題点を分析することを通
して、タイ国における農民灌漑管理組織の持続的発展を実現する方策を提言する。対象地区は、4つの国営
維持管理事業地区、IWUG 18R（重力灌漑）、WUA Ban Rom（重力灌漑）、IWUG Shuai （揚水灌漑）そして
Kaeng-Khoi-Ban Mo地区（揚水灌漑）における 21 のWUGである。はじめの 3つは、かつてWUOの成功事
例とされた地区であり、最後の Kaeng-Khoi-Ban Moは新しく管理が開始された地区である。検討は、資料収集、
用水配分現地観測、アンケートおよび面接によって行った。
　かつて成功例と見なされ、将来の発展が期待された 3つの地区のいずれも、必ずしもその成功が持続して
おらず、いわゆる“Second Generation” 問題が生じている。水配分のモニタリングが出来ず、どの圃場が受
益地なのかの把握すらされていない場合があり、水利費の徴収、支出基準が明確化出来ずに維持管理のため
の共同作業を実施できないといった現状が確認された。これらは、主として、共同活動を担当するWUOの
権利と義務に対する組合員の共通理解、システム形成の不十分さから生じていると考えられた。
　しかし、IWUG Shuaiでは、いったんトップダウンで形成され成功したかに見えた組織が機能不全に陥り、
その後、下からの運動によって再興されてきた経緯がある。これは多くのタイにおける灌漑地区とは異なる
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動きであり、その理由は、ポンプによる揚水灌漑地区であり、政府との電気代支払いの契約が成立しない限
り受益者が誰も用水を受けることが出来なかったという事情による。
　一般に、灌漑システムを管理運用するためには、共通施設の維持管理、組織・財政管理のための共通運営
費が不可欠であるが、歴史的に灌漑のために金銭的支払いをすることがなかったタイでは、参加型水管理に
おいても、組合費支払いの必要性についての認識が十分ではない。揚水灌漑地区では、電気代支払いの不可
欠性がその重要さを認識する機会になりうるものの、それだけでは十分でないことが、IWUG Shuaiの経験、
そして現在の Kaeng-Khoi-Ban Moの分析から明らかになった。重力灌漑地区では、単独に共通費の必要性を
認識させなくてはならないので、一般に極めて困難な状況にある。 WUA Ban Romの一時的な成功と現在の
実質的活動停止はそれを示している。設立当初から共同活動に対する取り組みを行った IWUG 18R地区では、
長期にわたり IWUGの活動が継続しているという意味で成功事例と評価するべきである。ただし当地区でも、
上下流部の対立によって、下流部地域からの水利費徴収は停止している。しかし、これは共通費に対する認
識が欠如しているためではなく、用水配分の平等性に関する認識の対立から生じていると理解する必要があ
る。一つの灌漑システムにおける組合員間の平等性を、単に幹線用水路レベルにおける平等水配分としてで
はなく、排水の再利用も含めたシステム全体の運用の問題として捉えることにより、水利費負担を含めた調
整問題として克服出来る。
　WUOの成功例と見なされた事例のケーススタディから、タイ国における農民参加型灌漑管理の持続的実
現のためには、1）WUOの設立だけではなく長期的な継続のための条件を視野に入れる必要がある、2）灌
漑事業の国家目的である最大収益を目指すためには用水配分の平等性が原則である、3）それは用水の反復
利用を含めた総合的な評価による必要がある、4）受益地範囲の確認、用水配分のモニタリングによって、
フリーライダーの存在を許さないことが重要である、5）用水配分計画、実施、モニタリング、組織・経理
管理といった共通的な業務が基本的に重要である。また、これらのことを国の担当者が理解出来るよう能力
開発をするとともに、WUOに対しては、その設立を促すだけでなく、運営段階においても、国がWUOと
の経常的な協力体制を確立することが重要である。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、世界的に推進されながらまれにしか持続的成功が見られない参加型灌漑管理について、発展途
上国の中でも長年の取組み経験を持つタイ国で、国家表彰を受けるなど、かつて成功事例と見なされた農民
水管理組織をはじめとする 4つのWUO事例を分析し、その後の管理運営の経緯および現在の状況をふまえ
て、持続性という視点からWUOの成功と失敗の原因を明らかにした。これは、水管理の実態把握、分析と
いう極めて困難な作業を通じてタイの水管理に関する新しい理解を提示するものであり、また、今後の持続
的灌漑管理の実現に重要な示唆を与え、タイ国および他の国の水管理の改善に貢献するものと高く評価され
る。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
